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か
じ
や
東郷平八郎は、弘化四年（’八四七）十一一月二十一一日、鹿児島の加治屋町一一本松馬場通りで生まれた。加治屋町は甲突川のそばにあ
り、この武家の屋敷町からは西郷隆盛をはじめ、大久保利通、大山巌など、明治の元勲などが大勢輩出した・
平八郎は幼名を「仲五郎」といい、六人兄弟の五番目の子供であった。父の吉佐衛門実友は、藩の御納戸奉行をつとめる中流の武家
は
じ
め
に
東郷平八郎の人と思想
幕末から明治にかけてイギリスに留学した日本人に興味を抱き、その方面の研究を手がけるようになって久しい。その一典型としての東郷平
八郎（一八四七～一九一一一四）は、〃一介の水夫“となるべく、イギリスに学び、七年後に帰国するのだが、当時、帰朝組を迎える海軍一般の目
はひややかなものであったらしい。けれど東郷は黙々と職務にはげんだ。
日本海軍に入って二十年後に、かれは海軍中将となり、その後塵下の連合艦隊がロシア艦隊を破ったことにより、わが国は国家存亡の危機を
回避できたばかりか、その後の日本の国際的地位も向上した。本稿は戦前、一般国民から神仏のごとく敬慕された東郷像を描いたものにあらず、
むしろ知られざる人としての面、その生活信条、考えなどに力点を置き記したものである。いわば筆者の東郷研究の余滴である。
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永
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つ
い
で
東
郷
は
海
軍
に
入
っ
た
動
機
、
ま
た
そ
の
こ
ろ
の
情
況
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
あった。
八時から十二時までは、習字と学問をやった。習字はいちいちていねいに先輩から直してもらい、一週間に少くとも二度あった。また正式の
や
ど
り
学
問
は
造
士
館
で
学
ん
だ
。
が
、
舎
で
は
主
と
し
て
精
神
と
身
体
と
を
練
り
き
た
え
た
。
また十五歳になると、前髪を切って一人前となり、お役目（藩の書役Ⅱ書記）を仰せつかった。じぶんの所属は、加治屋町の舎であった。十
六歳のころから島津三郎（久光）公の警衛お側隊員となったが、のちに海軍隊となったのは文久元年であった。
薩英戦争（文久三年Ⅱ一八六一一一年、生麦事件の報復としてイギリス艦隊七隻が鹿児島を砲撃）のときは、三郎公の御警衛隊であったから、砲
台に行って戦争はしなかった（父は山川砲台を指揮し、平八郎はじっさい本営の鶴丸城に布陣した）。
い
ぬ
沖
十九歳のとき、京都の乾御門の御警衛をおおせつかり、一一十歳のときも京都にあったが、二十一一歳のときに御維新となった。
注
。
（
）
内
は
引
用
者
に
よ
る
。
こ
こ
ろ
ざ
海軍を志した動機は薩英戦争で、軍艦の実力のすばらしいのがいかにも自分を海軍に引きつけた。また｝」の戦争で、軍艦の働きにたいして陸
ｌじぶんを幼児海軍に導いてくれた最初のひとは、谷村小吉氏であったが、のちには赤塚源六氏であった．この人は薩摩海軍の遊撃隊長で
晩年の東郷平八郎
[小笠原長生ｒ東郷元帥詳伝」（大
正１５５，忠誠堂）より］ （
家
格
は
三
百
石
て
い
ど
）
で
あ
っ
た
。
母
は
益
子
と
い
っ
て
、
同
じ
く
薩
摩
藩
士
の
娘
で
あ
り
、
子
供
の
し
つ
け
や
教
育
な
ど
に
す
こ
ぶ
る
熱
心
で
あ
っ
た
。
東郷は、幼少から青年期にかけての修学や生活について、最晩年につぎのように語って
いる。
ほ
う
き
り
や
ど
り
ｌ鹿児島では八歳から十八歳までは、各方限の舎（建物）で、朝は六時から午後一ハ時まで、
四五十人一団となって、あるいは相撲をとり、または撃剣のけいこに励んだ。
（２）１４１ 
東郷平八郎の人と思想
またちょうど渡英のときに、同僚の黒田喜衛門は黒田清隆氏の弟で、なかなか気骨のある元気な男で、兄の清隆にぜひ欧州に行きたいと頼ん
だが、清隆が「きさまのように年をとった者はだめだ」といい張って許さなかったから、喜衛門は憤激のすえ、兄の門前で腹を切って死んでし
した。
たちはまたその方に廻された。
ところが北海平定の後（箱》
十一年に帰朝した。この帰朝‐
ところが鳥羽・伏見の戦が明治元年の一月四日であるから、これは三度目の幕薩の衝突である。
さて明治元年一月四日未明に、春日は赤塚源六氏が艦長として神戸を出港し、大阪の天保山沖その夕方着いたが、
がれていたから「あ－もうやったなあ」と言うていた・
べき筋合のものと決めておられた。しかるに当時薩』
すなわち、十二月二十五日には庄内兵が幕命で薩》
船を撃ったので、二度目の戦端が開けたわけである。
不意討ちであった。
上で、いかにがんばってもだめだ。海からくる敵は、海で防ぐに限るとの真理を会得した。それに赤塚氏の手引きによることも多かった。
か
す
が
その時分の情況をいえば、ちょうど明治元年（一八六八）一月一日、薩摩軍艦春日の一二等士官として春日乗組みをおおせつけられた。
そのときの艦長が赤塚源六氏で、当時の同僚には黒田喜衛門、谷口良助、隈崎佐七郎、伊知地休八（弘一大佐）と井上直八（良馨元帥）等で
あった。また伊東祐麿が副艦長で、林謙一一一（安保清康）は一等士官で艦副長の補佐役であった。
よ
ど
京都を慶応一一一年十一一月一一一十日に出て、淀城主稲葉長門守の衛所では、案外に守備兵たちもいっこうにやかましくもいわず、無事通過し、一一一十
一日に淀川を下って大阪に着いた。
ところがこの三十一日の曰にす－
その後徳川慶喜公は、榎本さんの艦（開陽丸）で江戸に帰られ、さらに榎本さんが函館に逃げて行かれ、北海道が騒がしくなったから、自分
榎本の考えでは、幕府と薩摩はすでにその年の十一一月一一十五日に江戸で戦端を開いておったから、薩摩の艦船を見たら、直ちにこれを撃破す
き筋合のものと決めておられた。しかるに当時薩摩の本藩では、これを知らなかった。すぐに通報するも通信の法がなかった。
すなわち、十二月一一十五日には庄内兵が幕命で薩摩邸を砲撃したのが、幕薩衝突の第一回目で、十二月一一一十一日榎本さんが神戸沖で薩摩の商
の後（箱館戦争がおわったのち）、明治二年一一一月十一日にいたり新たに学生（留学生）を命ぜられ、四年の五月に渡英して
この帰朝した当時、伊東はすでに少将で井上は中佐であったが、じぶんは少尉のまま。それからだんだん中尉、大尉と立身
允
吋
あ
む
日の［ロにすでに幕府の榎本和泉守（武揚）さんが、鹿児島の商船平運丸を砲撃された。これはいささか薩摩藩にとっては
伏見のほうの天が真赤に焦
140（３） 
命ぜられた。
八郎は三十二歳であった。
海江田は維新期において勤王の志士として活躍し、当時名の知れた大家で、九段下飯田町に大きな屋敷があった。東郷は新婚当時の
こ
ろ
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
そのころの東郷の所有物といえば、トランクが二つ一一一つあるだけで、それがガランとした部屋の中に転っているだけであった。
輿入れのとき、花嫁を送ってきた海江田家の抱えの車夫、いっしょについて来た海江田夫人もずいぶん心細いおもいをしたらしい。
さて平八郎がイギリス留学をおえて帰国したのは、明治十一年五月二十二日であるが、同年七月海軍中尉に任官し、扶桑艦乗組みを
か
え
だ
その年の十月、海江田信義（一八一一一一一～一九○六、幕末・明治期の政治家、のち子爵）の長女てつ子、十七歳と結婚した。ときに平
またじぶんの兄は二人とも西郷翁の部下として討死をした。これは幼少のころから西郷さんには深く世話になり、心服していたからである。
い
さ
ぎ
よ
西郷さんもまた部下のために潔く命を捨てられた。これは何ともいたし方がない（原道太「東郷元帥との問答」（『東郷』一一○四号所収）。
中尉になり、間も』
家を借りたのじゃ。
まったのは、返すがえすも惜しかったよ。
目四番地に小さな家を借りた。
庭のむこうが鉄道線路で、』
よ。
ご
ん
わＩしが下にいて権が一一階におり、一人の老女をやとって飯たきや掃除をさせておった。そのうち、わしが嫁をもらうことになって、田町六丁
ママ
ママ
ーー‐わしがはじめて芝浦（東京芝田町六丁目）に家をもったのは、明治十一年の夏じゃった。その年の五月一一十一一一日英国から帰ってきて海軍
ど
ん
べ
・
几
尉になり、間もなく扶桑乗組を仰せつかったが、このころ山本権兵衛（一八五一一～一九一一一一一一、明治・大正期の海軍軍人、のち伯爵）と一一人で
汽車が通るたびに家がゆれて困ったが、
芝
生
の
小
松
の
む
こ
う
に
白
帆
が
浮
ん
だ
り
し
て
、
な
か
な
か
し
ゃ
れ
た
家
じ
ゃ
っ
た
（４）１３９ 
東郷平八郎の人と思想
東郷のロマンスの相手は、
と二人きりで飲みあかした。
た女性がいた。
し
て
く
る
よ
う
た
し
な
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
結
婚
後
、
東
郷
は
順
調
に
進
級
し
、
八
年
後
に
は
大
佐
に
な
り
、
新
造
艦
「
山
和
」
の
艦
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
と
き
に
東
郷
は
四
十
歳
。
そ
の
後
の
数
年
間
、
あ
ま
り
健
康
が
す
ぐ
れ
ず
、
リ
ュ
ー
マ
チ
や
気
管
支
炎
な
ど
に
悩
み
、
し
ば
し
ば
転
地
療
養
を
く
り
か
え
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
それまでずっと軍艦乗組みであったから、横須賀に上陸すると仲間とよく料亭「小松」などで、痛飲したらしい。もっともかれの飲
み
方
と
い
う
の
は
、
チ
ビ
チ
ビ
と
や
る
の
だ
が
、
と
き
に
お
酌
を
す
る
女
中
を
飽
き
さ
せ
る
ほ
ど
二
日
も
三
日
も
居
つ
づ
け
た
か
ら
、
つ
い
に
女
将
か
ら
出
直
最
初
は
大
通
り
に
面
し
た
尾
張
屋
と
い
う
家
の
表
座
敷
の
六
畳
、
あ
っ
た
が
、
こ
の
額
は
そ
れ
ほ
ど
低
い
も
の
で
な
か
っ
た
ら
し
い
。
ほ
酒のほうは大正一一年（’九一一二）病気（膀胱結石）をわずらってから、すっかりやめてしまったが、盛んに飲んだころ、かれに惚れ
というと、かれは笑った。
東
郷
は
夫
人
を
連
れ
て
よ
く
散
歩
に
出
か
け
た
が
、
こ
の
こ
ろ
ユ
カ
タ
が
け
で
夜
店
を
ひ
や
か
し
て
い
た
と
き
に
ス
リ
に
ま
ん
ま
と
財
布
を
す
ら
れ
た
。
、
、
この女性は、東京は深川の生まれで、教養があるうえに、なかなかの美人だった。東郷大佐はこのうらという仲居がお気に入りであ
き
ん
ち
ゃ
く
ざ
ｌ
わ
し
鍵
。
一
度
、
巾
着
切
り
（
す
り
）
に
や
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
よ
。
明
治
十
一
年
か
十
二
年
の
夏
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
時
分
は
芝
の
田
町
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
こ
ん
ぴ
ら
夜おてつ（夫人）といっしょにそこらあたりを散歩して、虎の門の金比羅さんにお詣り－したついでに、植木屋をひやかしたことがあった。
、
、
何
か
の
鉢
を
値
切
っ
て
、
さ
て
金
を
出
そ
う
と
た
も
と
を
さ
ぐ
る
と
、
が
ま
口
が
な
い
。
す
り
に
し
て
や
ら
れ
た
ん
じ
や
。
泥
棒
も
悪
い
奴
じ
ゃ
が
、
一
」
つ
ち
も
ぬ
か
っ
た
よ
。
油
断
大
敵
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
ね
。
料亭「小松」の仲居であった。かれはよく「小松」の座敷にあがると、小鮒うらという二十前後の女中頭
八
畳
を
借
り
て
、
新
居
を
も
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
の
海
軍
中
尉
の
給
料
は
、
月
二
十
五
円
で
138（５） 
お
浦
は
秘
か
に
神
戸
ま
で
送
っ
て
行
っ
た
が
、
そ
の
帰
り
に
東
郷
は
旅
費
に
と
い
っ
て
、
レ
ー
ス
で
編
ん
だ
巾
着
に
な
に
が
し
か
の
金
を
入
れ
て
渡
し
た
よ
うだ（「東郷さんのロマンス」『東郷』七八号、「もてすぎて困った話」『東郷』一九九号）。
う
ら
は
の
ち
に
横
須
賀
で
待
合
の
女
将
に
な
っ
た
が
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
東
郷
よ
り
も
先
に
亡
く
な
っ
た
。
納
棺
の
と
き
、
東
郷
か
ら
も
ら
っ
た
き
んちゃくを棺に入れたという（「東郷さんのロマンス」『東郷』七八号所収）。
き
ん
ち
ゃ
く
東
郷
が
彼
女
に
あ
た
え
た
巾
着
に
つ
い
て
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
料
亭
「
小
松
」
の
女
将
山
本
小
松
は
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
一
二
）
九
十
六
歳
で
亡
く
な
る
の
だ
が
、
そ
の
口
述
を
筆
記
し
た
「
山
本
小
松
力
自
伝
」
（
最
上
竜
堂
筆
記
）
に
、
こ
ん
な
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ブ（》。 こ
れ
は
明
治
十
八
年
（
’
八
八
五
）
六
、
七
月
ご
ろ
の
出
来
事
と
お
も
わ
れ
る
が
、
当
時
海
軍
中
佐
で
あ
っ
た
東
郷
は
三
十
九
歳
。
か
れ
は
神
戸
で
建
造
ち
ゅ
う
の
軍
艦
山
和
の
艦
長
に
な
る
た
め
、
七
月
主
船
局
々
員
と
し
て
神
戸
小
野
浜
在
勤
を
命
じ
ら
れ
、
神
戸
へ
お
も
む
い
た
。
こ
れ
は
そ
の
と
き
の
挿
話
で
あ
った。
く
れ
が、東郷さんの方では、いっこうにお察しがないので、お浦の奴、やきもきいたしておりますうちに、東郷さんは呉（神戸の誤り）へご転勤
だ
と
聞
き
ま
し
て
、
お
浦
は
矢
も
楯
も
た
ま
ら
ず
、
弟
が
病
気
だ
と
わ
た
し
か
ら
暇
を
と
り
、
掛
け
先
き
を
ま
わ
り
ま
し
て
旅
費
の
工
面
を
し
、
東
郷
さ
ん
を
追
っ
て
神
戸
ま
で
ま
い
り
ま
し
て
、
東
郷
さ
ん
に
会
い
、
そ
こ
で
思
い
の
ほ
ど
を
打
明
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
東
郷
さ
ん
も
当
惑
さ
れ
、
何
程
か
の
お
金
を
握
ら
し
て
お
浦
を
横
須
賀
へ
も
ど
ら
せ
ま
し
た
。
ア
ノ
真
面
目
な
東
郷
さ
ん
に
、
こ
の
よ
う
な
浪
漫
が
お
あ
り
でしたとは、だれもご存知ないでしょう。
す
。
ロ
マ
ン
ス
ーーーさてこのお偉い東郷さんにも、お若いときには浪漫とやらもありました。それは前に申しました女中のお浦、｝」れがぞっこん東郷さんに
岡
ぼ
れ
い
た
し
て
、
他
の
女
中
が
東
郷
さ
ん
の
お
座
敷
へ
は
出
た
が
り
ま
せ
ん
の
を
、
自
分
か
ら
望
ん
で
出
て
ま
い
り
、
東
郷
さ
ん
に
思
い
を
寄
せ
て
お
り
ま
し
た
の
で
（６）１３７ 
東郷平八郎の人と思想
一一十八年（’八九五）一一月、海軍少将、常備艦隊司令官となり、一一一十一年（一八九八）一一月、海軍大学校長に任ぜられ、同年五月海
軍中将となった。この年東郷は五十二歳。一一一十四年（’九○一）十月、舞鶴鎮守府司令長官、翌年十月には常備艦隊司令長官、十一一月
には第一艦隊司令長官に補せられ、同時に連合艦隊司令長官となる。
明治三十七、八年二九○四～五）の日露戦争ちゅうは、旅順口封鎖作戦をおこない、ロシアの旅順艦隊を黄海で撃破、さらにバル
明
治
二
十
年
二
八
八
七
）
か
二月、「浪速」艦長となった。
らなる）の集まりに、東郷はときどき出席した。そ
酒のほうは、大正二年（一九一三）に膀胱結石を
めした（「東郷元帥の逸話７」『東郷』七八号所収）。
海軍軍令部長時代（明治三十八年Ⅱ
きは、よくうな丼を取りよせて食べた。
ふだんけっして食物の好ききらいをいうことはなかったが、中華料理は好きであった。「雲竜会」（東郷の副官を勤めた者約一一一十名か
なる）の集まりに、東郷はときどき出席した。そのときはいつも中華料理ときまっていた。
猶のほうは、大正一一年（一九一三）に膀胱結石をわずらってから、すっかりやめてしまったが、食欲はおう盛であり、健唆ぶりをし
東郷は若いころから酒をたしなんだことはすでにふれたが、ちなみにかれの好きな食物についてふれておこう。
東郷はふだん油こい物が好きであったという。
鰻
の
蒲
焼
鯛
の
荒
煮
中
華
料
理
猪のスキ身（荒毛の残っているもの）
やな川（どじょうなく）
豚肉の大きなブッ切りから翌々年にかけて、健康がすぐれないため転地療養または自宅療養をつづけ、同二十四年（’八九一）十
一九○五年、五十九歳）の昼の弁当は、毎日やな川にきまっており、また伊東の別荘へ行ったと
136（７） 
東郷はまめな人であったようで、なるべく人をわずらわすことなく、ひとりでできることは自分でやったようである。たとえば、大
正十二年（一九一一三）の大震災のとき、床が畳といっしょに落ちて塀が倒れた。が、職人を雇わず、じぶんで修理した。
高
級
な
家
具
調
度
を
け
っ
し
て
用
い
ず
、
で
き
る
だ
け
修
理
し
て
使
っ
た
。
卓
上
の
電
気
ス
タ
ン
ド
の
傘
が
破
れ
た
ら
、
そ
の
上
に
何
度
も
紙
を
貼
り
つ
く
八年（一九三一一一）健康すぐ』
侯
爵
に
叙
せ
ら
れ
る
が
、
五
月
三
‐
家
庭
人
と
し
て
の
東
郷
平
八
郎
。
元帥海軍大将、伯爵ともなれば、さぞかし立派な邸宅に住み、ぜいたくに暮らしていたことであろうと、万人はおもうのがふつうで
あ
る
。
が
、
い
ち
ど
そ
の
住
居
を
訪
れ
た
者
は
、
あ
ま
り
に
も
質
素
な
暮
ら
し
ぶ
り
に
お
ど
ろ
い
た
よ
う
で
あ
る
。
東郷邸（千代田区一一一番町、第二次大戦ちゅうに焼失）は、「古い和風建物で外廻りはトタン塀というもので、あちこちが傷むと、い
く
ぎ
っも自分で壁紙を張ったり、釘で打ちつけたりして修繕せられました」という代物だった。伊東や逗子の別荘といっても粗末な家であ
った。
健康すぐれず病臥、
、五月三十日死去。
伊
豆
や
伊
東
で
転
地
静
養
し
た
。
翌
九
年
（
一
九
三
四
）
五
月
、
喉
頭
癌
と
診
断
さ
れ
た
。
重
態
に
さ
い
し
て
享
年
八
十
八
歳
で
あ
っ
た
。
六
月
五
日
国
葬
、
多
磨
霊
園
に
葬
ら
れ
た
。
チ
ッ
ク
艦
隊
を
日
本
海
で
迎
え
う
ち
、
こ
れ
を
撃
滅
し
た
。
日
露
戦
争
の
戦
功
に
よ
てつ向
り、以降国民的英雄として尊敬された。
。
僚幕、一一一十八年（一九○五）十月、凱戦観艦式がおこなわれ、十二月海軍軍
》》》州榔旧坐華仙味鏥“琳艸鋤細許岫鯛肺辨郎謝臺四脚鮒、川叶椰鰔Ⅶ月、
訂錘輌大正二年（一九一一一一）四月、元帥の称号をたまわり、翌年には東宮御
長
，
，
諦鏥壁学問所総裁となった。六十八歳。同十一一一年（’九二四）一一一笠保存会名誉
》“議会長となる。昭和五年（一九一一一○）、ロンドン軍縮条約の承認にあたり、
連右凹同条約に強硬に反対した。
（８）１３５ 
東郷平八郎の人と思想
「へたの横好きで、晩年
と、東郷彪は語っている。
し
か
し
、
東
郷
の
風
貌
は
か
な
且
郷さん」『東郷』一九九号所収）。
といって勧めた。
東郷の趣味は、猟と碁と庭いじりであった。猟は天城や雲力畑の御猟のとき陪猟を願って欠かさず行ったし、鎮守府長官時代は、家
だ
け
し
のまえがすぐ海なので、長男彪に船をこがせ沖に出かけた。
夏に伊東の別荘に来たとき、すぐ近くの川で鮎が釣れたが、東郷は沖釣りが専門であり、陸釣りはいっさいやらなかった。
で洗う。服がほころびたらじ」
わずらわせることはなかった。
ろった。
来客があると、かならずじぷんで椅子を勧め、相手がすわらぬうちは、けっしてじぶんから先に腰かけるというようなことはしなか
った。タバコも客に勧め、客が吸わないときは、じぶんもすわなかった。
日光の田母沢御用邸におられた皇太子（昭和天皇）のごきげん伺いにおもむくとき、こんなことがあった。
元帥ともなると鉄道の優待乗車券がもらえた。ふつうの場合、めったにそれを使わず、わざわざ新橋駅で二等乗車券（当時、汽車は
一等から三等まであった）を求め、一枚は連れの者にあたえた。
汽車がうごきだすと、二人は並んですわり、前の席を空けておいた。そして客があると、かならず
碁はザル碁であった。
「どうぞ」
ふ
ん
ど
し
じぶんの部屋の掃除やフトンを敷いたり、たたんだりする仕事もすべてひとりでやる。樟もじぶんで洗う。ハンカチや手袋もじぶん
洗う。服がほころびたらじぶんでかがる。ボタンがとれても、「おれは海軍で慣れているから」といってじぷんで修理し、人の手を
東郷の風貌はかなり知られている。相手が元帥と気づくと、大いに遠慮して、あわてて別の席に移ったという（「家庭の東
晩年は碁にくれ碁に明けるという風でした」
134（９） 
と
い
っ
て
、
差
し
だ
し
た
。
かれの朝食前の日課は、
きそこで菜っ葉をつむと、
し
み
が
あ
る
も
の
じ
ゃ
。
り
、
虫
を
と
る
の
も
た
の
し
み
の
一
つ
だ
が
、
であった。
「旦那様のお作りになった菜っ葉は、どうもすこし硬くてね」
「これを味噌汁に入れてくれ」
自邸の表玄関にあった大きな月桂樹、南の庭の柿、紅葉、ビワその他の庭木の大半は、じぶんで接木したり根わけして殖やしたもの
植木をいじることであった。屋敷（千坪未満）の東寄りの裏庭に、じぶんで作った野菜畑があり、朝ときど
自邸（千代田区三番町）の庭における東郷平八郎。
[小笠原長生『東郷元帥詳伝」より］
ま
た
そ
の
ザ
ル
碁
に
つ
い
て
、
ｌわたしの碁かい。いや、もう至ってザル碁じゃよ．だいぶ昔から打つだけは打っている。
英国へゆく船の中で（明治“・４）、退屈まぎれに、乃木（将軍）とよく打つたものぢゃ。ど
っ
ち
が
う
ま
い
か
っ
て
？
勝
っ
た
り
負
け
た
り
さ
・
ひ
ま
身体が閑になってから、うちに初段の先生に来てもらって、さよう、｜週間に一一度くらいだ
ったかな、まあ本腰になって勉強したものよ・ぢゃが、さっぱり上達せん。ご覧の通りぢゃ。
というと、かれは笑った。
東郷は妻のてつ〒夫人を相手によく碁を打ったこともあった。
かれのもう一つのたのしみは、庭いじりであった。春先になると、じぶんで鍬をとって土を
たがやし、草花の種をまき、手入れをした。
ｌ草花を愛するのは、咲いた花の美しさを賞するだけでは意味がない・種をまき、水をや
す
ん
芽が生え、葉を出して、一寸一一寸と伸びてゆく自然の成長を眺めるところに、ほんとうのたの
(10）１３３ 
東郷平八郎の人と思想
西暦二○○四年は、日本が近代国家として出発してから約百三十三年になる。この間にわが国はじっにさまざまの経験を積んだ。が、
日本史上とほうもない、最大の愚行は、軍国主義日本が犯した太平洋戦争であった。それは近隣の国々に塗炭の苦しみをあたえ、彼我
■■鰯鰯蝋蝋鰯灘凝議雛
■ハコ丁■■．ｆ紳牟Ⅲ↑‐△■口臘■Ｊ■■一鵬灘Ⅷ霊一柵川Ⅵ簸墹憲仙川雛
と嘆声をもらした。すると長函
ｌ
一
生
や
ま
な
い
で
し
ょ
う
。
と
い
つ
も
答
え
た
（
「
父
を
語
る
」
と、夫人は女中たちと冗談をいいながら、それを鍋のなかに入れた（「東郷元帥を語る（第十話）」『東郷』六四号所収）。
プロは大好きであったが、長湯ではなく、寝るまえにザブリと入って、すぐあがる”烏の行水“であった。詩をつくるでなく、日記
も
つ
け
ぬ
様
子
で
あ
っ
た
。
峰きらいでなく、よく人から頼まれると筆をとった。依頼はなかなか多く、いつも口癖のように、
ｌ
い
つ
に
な
っ
た
ら
や
む
じ
や
ろ
う
な
あ
。
き
ご
う
「揮毫」
＊ （「父を語る」『東郷』
すると長男の彪は、四三号所収）。
132（１１） 
風はいまだに希薄であり、すべてが忘却のかなたに追いやられている。
儒教倫理にもとづいて行動する、いわゆる武士道精神が陸海軍の軍人のなかに生きていたのは、日清・日露の両戦役、第一次世界大
あ
く
ぎ
や
く
戦あたりまでであり、満州事変以後のファシズムの時期になると、それがうしなわれ、悪逆無道が常態化した感がある。
ひとにはかならず人生の転機、危機、運命の別れみち、といったものがあるはずだが、東郷にとっての人生のヤマ場は、日露戦争で
あった。かれはいっている。
ｌじぶんの一生涯において最大のできごとは、もちろん日露戦争であった、と（高木秀男『人間東郷』）。
き
ゅ
う
へ
い
東郷平八郎は、旧弊葱ひとである。かれは封建的趣忠誠心ｌ君臣の儀を第一とし、たぶんに皇室中心主義、国家主義的な傾向がつ
よかった。来るべきバルチック艦隊との一戦に身命をかけ、絶対唯一の国家（日本）にすなおに命を献げようとする愛国者であった。
び
ょ
う
ち
連合艦隊の錨地において、東郷はいつも午前五時に朝食をとった。食事がすむとすぐ、昼弁当をもって参謀清河純一だけをしたがえ、
旗艦三笠から水雷艇にのって出発した。かれは各艦の訓練状況を視察したのち、夕刻に帰艦した。
夕食は、毎日午後八時ときまっていた。夕食がすむと、作戦計画と隊務総覧で、ベッドに入るのはいつも十二時をすぎていた。東郷
すると、東郷はそれに答えて、
といった。
夕食は、毎［
のこの日課は、
あるとき幕僚（吉村法務官）がいった。
ｌ少しはお休みになられては。
東郷の日課は、変わらなかった。かれはいのちがけで闘うつもりだった。（西川速水「日露海戦秘話ｌ吉村幹三郎翁談」。
け
つ
じ
ん
若き日の東郷は、多くの傑人と接し、多くの精神的感化なり影響をうけ、それがかれの人間性の一部をなした。
た
か
も
り
東郷は「敬天愛人」をモットーとした西郷隆盛（’八二七～七七、幕末・維新期の政治家）と同郷であり、自宅と西郷家とは数百〆
ｌ
勝
た
に
や
な
ら
ん
か
ら
の
Ｉ
。
数カ月つづいた。
(12）１３１ 
東郷平八郎の人と思想
く
み
「天は正義に輿’し、神は至誠に感ず」
ということばの由来は、有馬の思想的感化のあらわれと観られている。
い
し
箱
に
有馬は、志士として活躍するまえ、鹿児島城下の西郊約一二里の石谷において、
るために毎日みじかい袴をはき、下駄ばきスタイルで塾に通った。
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
と、くり返した。東郷はその忠言に‐
し
ん
し
ち
有馬新七（一八一一五～六一一、幕末問
を策し、旅館に会したが、久光の鎮鵯
有馬は生前よく口にしたことばに、
と声をかけられ、親切にされた。
明治二年（一八六九）十月、東郷が新政府の海軍に入り、職業軍人としての道をあゆみはじめたとき、鹿児島におもむく途中横浜に
やってきた西郷を旅館にたずねた。そのとき西郷はかれにおだやかな調子で、
ｌ
こ
ん
ご
は
海
軍
軍
人
と
し
て
御
奉
公
を
は
げ
む
よ
う
に
。
１トルしか離れていなかった。東郷は少年のころ、隆盛の弟吉次郎から文武の指導をうけた。隆盛は維新期、あちこち忙しくかけまわ
っていたため、まれにしか当人と会えなかった。
し
か
し
、
会
え
る
と
い
つ
も
っ
て
い
た
た
め
、
ま
れ
に
し
し
か
し
、
会
え
る
と
い
つ
「平八ドン、平八ドン」
東
郷
は
後
年
、
よ
く
口
に
し
た
”義“とは、人としてなすべき正しいみち、広義の自己犠牲の意であろう。
り
ぎ
ｌ
人
生
は
利
よ
り
も
義
を
重
ん
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
東郷はその忠言にしたがった。
二、幕末期の志士）は、西郷のやや先輩にあたる人だが、文久二年伏見の寺田屋の異変（京都所司代の襲撃
久光の鎮撫使と衝突し斬りあいになった事件）のとき、非業の死をとげた。
青
少
年
の
教
育
に
あ
た
っ
た
。
少
年
東
郷
は
そ
の
薫
陶
を
う
け
130（１３） 
とはなかった。
．上」－し、
ｌわれわれ軍人は、それが当然な務めなのぢゃ、なにも功を誇るようなことは一つもしてはおらんよ。
と、荘重な面持ではっきりいった（安部真造「私の誇りはこれだけぢど『東郷』一九八号所収）。
じ
ん
し
本物の豪傑、人士、高潔な人物はけっしていばらない。他人にたいしてじぶんを偉そうに見せたりしない。こういった人々は、ロ叩位
この物静かで控えめな、すこしも気取らぬ短躯の主人を寡黙にしたものは何であったのか。、
や畏服させる力が自然にそなわっていて、相手をしてしぜんに頭を下げさせたり、心服させたりする。東郷には威があった。
東郷は血気さかんな青年のころ、よくしゃべったらしいが、壮年から老年にかけて、人が変わったようにロが重くなった。むだ口を
きかず、言葉数がすぐなくなった。□を開いたとき、もれることばには、荘重なひびきすら感じられた。
た
ん
く
か
も
く
といって、何も語ろうとはしなかった。
謙
譲
の
美
徳
を
発
揮
し
、
無
欲
に
し
て
功
を
誇
る
こ
と
②
う
な
こ
と
ば
を
け
っ
し
て
吐
か
な
か
っ
た
。
そ
の
戦
勝
を
、
こ
り
よ
う
い
Ｉ
陛
下
の
御
稜
威
（
天
皇
の
ご
威
光
）
と
、
神
助
に
膣
ごう疽一●よくせいこう
１－‐‐先生はつねにわれわれにむかって「剛直正行」（信ずるところを曲げず、まっすぐ行く）ということを説かれましたが、まこと
き
ゆ
う
こ
う
に先生の短かりし生涯一」そは、》」の四文字の実践を躬行（うやまい行なう）された意義ある生活に終始されたものであります。
先生の御教えは、わたくしの一生を通じて忘れることのできないものであります（「大東郷遺訓」、高木秀男『人間東郷』所収）。
東郷は元勲となるまえから、公私を通じて、世の権勢家がふところをこやし、しやしにふけったのとは異なり、ふしだらに暮らすこ
東郷はこの有馬を終生ふかく敬慕した。
かりに何かをいうにしても、へりくだった。
ｌ
あ
あ
ゆ
く
の
が
当
り
前
じ
ゃ
。
無欲にして功を誇ることもなかった。日本海海戦が思いがけなく大勝利におわったときも、じぶんから誇るよ
と、神助によるもの。
(１４）１２９ 
東郷平八郎の人と思想多少神がかり的な国体論を調った。
イギリス時代の東郷の心理をっらっら考えると、かれは孤独であったろうし、からに閉じこもりがちであったかとおもえる。しかし、
かれは孤独や困難に屈服することなく、君国のために修業にはげむことを第一とした。
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ス
ト
東郷その人の生き方を貫いたものは、天皇が治める国家にたいする封建的忠誠心であった。かれは皇室中心主義の国家主義者であり、
ランプの灯に照らされた暗い訓練船のなかや下宿で、かれはいったい何を感じ、何を考えていたのであろうか。
外国生活において、どんなにふところが豊かであっても、また住環境がどんなによくても、現地のひとびととのコミュニケーション
がないと、退屈するし、日が経つにつれて生活がますます味気なくなってゆく。
概してアメリカ人は、きさくであるばかりか陽気である。異邦人にたいしても、ふとなにげなく話しかけてくる。一方、イギリス人
はわれわれ日本人と同じようにすこし内気であり、めったに他人に話しかけることはない。汽車のなかで、気兼ねしないで大きな声で
話すのがアメリカ人なら、イギリス人はひそひそと話をする。
東郷は英会話が得意でなかったろうから、しぜんあまり生徒仲間と話をせず、ぽつねんと物思いにふけることのほうが多かったこと
であろう。当時のヨーロッパでは、個人主義的な生き方が根をおろしつつあったから、港や大都会や訓練船などにおいて、黄色い顔を
した日本人に親しみをおぼえ、話しかけたり、心をゆるし合って深く交わろうとする者はいなかったであろう。
英語がよく話せないということは、交際や行動範囲もおのずと限られるし、イギリス生活そのものに喜びやたのしみを見いだすこと
はとうていできない。ロンドンに留学した夏目漱石（’八六七～一九一六）の場合は、かなり英語に通じていたはずだが、自閉症的に
な
り
、
下
宿
に
羽
じ
こ
も
っ
て
し
ま
っ
た
。
波静かなポーッマス港に臨む陸海軍の予備校「ロイヤル・ネイヴァル・アカデミー」、そしてテームズ河畔のグリンハイズ村の訓練
せ
き
ば
く
船「ウースター」号で学んだ日々は、東郷にとってただ寂漠の感をつよめるだけのものであったとおもえる。かれの孤独な魂をなぐさ
めたものは、イギリスにいる朋友とのさかんな手紙のやり取りとか、たまに会ったとき、せきを切ったように口からあふれ出ることば
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
下
宿
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
っ
た
。
げ
な
く
話
し
か
け
て
く
る
。
一
方
、
イ
ギ
リ
ス
人
汽
車
の
な
か
で
、
気
兼
ね
し
な
い
で
大
き
な
声
で
黄
色
い
顔
を
128（１５） 
潮が一段と強まった反面、社会的道徳や健へ
価値観、精神までがすっかり変貌をとげた。
東郷は、封建社会がつくりあげた明治人（
て去るべきものでもない。中にはいまに通い
よ
う
て
い
かれは処世の要諦について、つぎのよう」
一一十一世紀における日本人のものの考え方や人間像は、だいぶ変ったようにおもえる。個人の権利や自由などをもとめようとする風
が一段と強まった反面、社会的道徳や健全な気風がくずれて来ている感がある。時代の変化とともに人間ばかりか、ものの考え方、
東郷はそのながい一生において、この要諦をまじめに守った。かれはどんなことばよりも実行を優先させた。
東郷によると、まじめな人間だけが、さいごに勝利をうる、という。
が、いざこれを実践に移すこととなると、なかなか困難だ。
ひ
ら
｝」の困難にへこまず、一意専心、実行につとめてゆくところに、われわれの意義ある生涯が展けてくるのである。世には悪いこととは知りな
へ
い
ぜ
い
がら、情にほだされてそれを悪いと、はっきり一一一一口い得なかったり、あるいはまた平生にくんでいた人のことは、それが正しいことである場合で
も、悪くいうような者が無きにしもあらずだが、それはよろしくない。
ね
た
すべからく改めなければならぬ。また人を妬む者があるが、これもいけない。
努力をきらうからいけない。
う
え
ん
そうなると他人に信用をうしない、す》」しばかりの才気などは何の役にも立たなくなるのである。であるから若い人たちは、たとえ迂遠（遠
ぐ
ら
よ
く
まわり）と笑わるる●とも、愚直（ばか正直）とあざけらるるとも、結局の勝利はかならずまじめな者に帰するものだという確信をもつことが必
Ｉ正しいことを踏み行なって世のために尽くすことが、われわれ国民の世に処するもっとも根本的な道である。しかし、いうことは簡単だ
お
う
ち
や
く
１人間いちばん大切極ことば、まじめということである。世間のすこし利口な奴どもは、すぐに慢心‐し横着心謹おこして、ふまじめになり、
封建社会がつくりあげた明治人の一典型であプ
ものでもない。中にはいまに通じ、われわれ（
よ
う
て
い
世の要諦について、つぎのように語っている。
｜典型である。その処世や考えは、こんにちかならずしも
われわれの心に訴える考えや精神もある。
〃
古
く
さ
い
”
の
一
語
を
も
っ
て
捨
(16）１２７ 
東郷平八郎の人と思想
も
ら
し
た
。
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
か
れ
は
そ
れ
一
家に来客があり、応接間で対誹
かれはすべてじぶんでやった。
こ
う
が
ん
む
ち
世間には恥を知らない人間、厚顔無恥の徒はご●まんといるが、東郷は最晩年の昭和四年（’九一一九）十月、大妻高等女学校をおとず
れた折、教職員と生徒一同につぎのような訓示をした。
東郷は封建社会で生まれ、育ち、そのなかで教育をうけた人である。科学技術万能の一一十世紀について、かれはつぎのような感想を
東郷が語ることばは、いつものように簡にして要をえたものであり、いかにもかれらしさが現われている。
モ
ッ
ト
ー
また東郷が日常生活の標語としたのは、「自分の｝」とは自分でする」
う
か
が
し
ろ
し
い
ち
ど
ん
ｌ本日、本校校長はじめ教官生徒諸子にお会いすることは、東郷の光栄とするところであります。伺った印と‐して一言申しあげておきます。
みなさんもご存知のごとく、本校の玄関には、かって本校校訓として「恥を知れ」としたためておきましたが、この恥を知るということは、
これを大きく考えてもまた小さく考えても、すこぶる意味のふかい一一一一口葉でありまして、昔の武士はつねに心のうちにこのことを考えていた・
みなさんもふかくこのことを心にもっていただきたい。恥を知るということは、これを大きくしては国家が正義に立って、銀難のさいに万一
か
ん
ば
ん
ま
こ
と
負けをとるような｝」とがあれば、国家の恥辱であり、これを小さく考えると、誠の道について、けっして人におくれをとらないようにすること
であります。
要である。
恥を知れ！と一言ごあいさつといたします。
応接間で対談ちゅうでも、
かれはそれを生涯堅く守った。女中に茶を運ばすほかは、けっして人をよんで用を命じるようなことはなかった。
126（１７） 
と
い
う
名
を
聞
い
た
だ
け
で
、
なのか知らぬ者もいよう。
学問にせよ、
う教えである。
東
郷
が
暗
に
い
っ
て
い
る
の
は
左
傾
化
し
て
ゆ
く
学
生
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
日
本
は
伝
統
的
に
秩
序
が
保
存
さ
れ
、
神
聖
視
さ
れ
て
い
た
社
会
で
あ
っ
た
が
、
か
れ
の
見
る
と
こ
ろ
、
そ
う
い
っ
た
学
生
は
、
本
来
つ
く
す
べ
き
つ
と
め
を
果
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ちなみに英語に＆切目この己。（学生）という語がある。その語源はラテン語の切目最ロ、》の←日野のであり、本義は「努める」「熱心であ
る」「志す」「学ぶ」「研究する」「骨をおる」「忙しくする」である。
学
生
は
、
政
治
問
題
な
ど
に
気
を
と
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
健
康
に
気
を
つ
け
、
本
来
の
し
ご
と
で
あ
る
勉
学
に
精
を
だ
し
、
徳
性
、
人
格
を
高
め
よ
、
と
い
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
うのが東郷のいわんとするところであった。さらに学ぶきもちや努力する意志に欠ける者は、学生でもなければ学者でもない。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
学
問
に
せ
よ
、
仕
事
に
せ
よ
、
な
に
を
す
る
に
し
て
も
、
｜
生
懸
命
、
ま
じ
め
に
身
を
入
れ
て
や
ら
ね
ば
、
う
ま
く
や
り
と
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
戦前に教育を受けた国民なら、
「東郷平八郎」
ざ
こ
う
ぺ
ん
学
生
に
は
学
生
の
本
分
と
い
う
も
の
が
あ
る
か
ら
、
い
た
ず
ら
に
左
顧
右
阿
（
あ
た
り
の
情
勢
を
う
か
が
っ
て
ば
か
り
い
る
）
‐
）
て
、
気
を
と
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
な
く
、
一
意
専
心
、
学
問
の
修
得
と
人
格
修
養
、
か
つ
健
康
の
保
持
増
進
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ち
と
、
い
の
ち
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
世の中のことは、一事に生命を打ちこんでやらなければ、けっして成功はおぼつかない（高木秀男『人間東郷』）。
つと根本的に必要欠くべからざるものは精神教育だ。
ｌ
文
明
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
知
恵
が
発
達
し
て
ゆ
く
か
ら
、
近
代
科
学
を
基
礎
と
せ
る
教
育
も
た
し
か
に
必
要
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
よ
り
６
も
すぐあの東郷元帥のことか、とおもい浮べる。が、現代の若者のなかには、東郷といっても、どのような人
か
っ
と
う
っ＋謀らぬ社会的葛藤などに
注
・
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
。
（１８）１２５ 
東郷平八郎の人と思想
こんにち「東郷」という人物に親しみをおぼえ、敬慕をつづけている国民は、年齢層が高く、六十歳代以上のひとびとであろうか。
東郷の遺跡について述べる。東郷はいまから約百五十年前の弘化四年（一八四七）の十一一月にいまの鹿児島市加治屋町で生まれたの
であるが、生家があったところは、いま県立中央高校となっていて碑（「東郷平八郎君誕生之地」）が一つ建てられている。鹿児島にあ
る遺跡は、この生家跡のほか、「多賀山公園」（磯海岸にちかい）に、墓（分骨したもｅと銅像、頌徳碑がある。
関東地方にも、東郷にゆかりの地が少なからずある。東京都千代田区三番町には、
神社や記念館とは別に、旧海軍士官の組聯
者は、いまも雑誌『東郷』を刊行している。
といえば、かなり知名度の高い場所であることはたしかである。
神社や記念館とは別に、旧海軍士官の組織である「水交会」や「東郷会」の事務所なども設置され活動をつづけているが、とくに後
があり、そこの「東郷記念館」では一年を通じて、宴会や会議や結婚式が催されている。
「現代と東郷元帥」『東郷』四二号所収）。
史番組で取りあげられることもあるから、
昭和三十八年（一九六三）に、文部省（
本人の国民性について調査をおこなった。
そのとき東郷も選ばれたのであるが、かれのことを「ひじょうに立派な人物とおもう」と評したのは四一％で、順位は第十一位であ
った。東郷の尊敬者は、六十歳以上のひとがいちばん多く、年齢が下がるにつれて、尊敬率が低下していることがわかった（佐野純雄
あ
り
、
そ
こ
の
一
「
東
「原宿の東郷神社」
「東郷神社」（昭和十五年創建）
デ
ー
タ
いま国民一般の東郷平八郎にたいする関心と理解度についての資料をＪい）ちあわせていないが、けっして高いものでないかも知れない。
しかし、休日になると若者たちで賑わう原宿には、東郷平八郎をまつった、
しかし、東郷に関する単行本が世間に出まわっているし、教科書や参考書のなかに、その名を散見する場合もあり、
番組で取りあげられることもあるから、名前ぐらいなら知っている、という者もいるかも知れない。
昭和三十八年（一九六一一一）に、文部省の統計数理研究所は、戦前戦後の教科書を中心に、一一十二名の人物をえらび、
東
京
に
お
い
て
日
ま
た
テ
レ
ビ
の
歴
124（１９） 
十
六
年
（
一
九
六
二
七
月
か
ら
神
社
の
復
興
圭
を
う
わ
ま
わ
る
約
一
億
三
千
万
円
が
あ
つ
ま
り
、
あ
が
の
埼玉県飯能市吾野に、
が
あ
る
。
…
…
公
園
と
い
う
と
、
平
型
ば
ん
の
う
西武池袋線で終点の飯能一家で出、
「御嶽山」（丘陵地）がみえる。
屋敷跡は、戦後東郷家から東京都に寄贈され、千代田区が記念公園とし、保存管理している。公園を入ると、むかしの玄関前広場が
あ
り
、
そ
こ
に
〃
ラ
イ
オ
ン
の
座
像
“
が
一
つ
み
ら
れ
る
。
園
内
の
樹
木
は
多
く
は
な
い
が
、
桜
の
木
も
あ
っ
て
毎
年
春
に
な
る
と
、
花
を
咲
か
せ
る
。
広
場
の南側は谷になっており、そこに九段小学校の建物がみられる。
東郷の没後に建てられた原宿の「東郷神社」は、第二次大戦ちゅうに焼失したが、昭和三十年代に再建の気運がたかまった。昭和三
十六年（一九六一）七月から神社の復興奉賛会が発足し、本格的に募金をはじめ、三年後の三十九年十月には当初の目標額（七千万円）
を
う
わ
ま
わ
る
約
一
億
三
千
万
円
が
あ
つ
ま
り
、
再
建
に
着
手
し
た
。
募
金
の
三
分
の
二
は
、
個
人
の
寄
附
で
あ
っ
た
。
「御嶽山東郷公園」
が
あ
る
。
…
…
公
園
と
この山の中には、「金山神社」「三笠山神社」「秩父御嶽神社」などがある。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
石
段
を
す
こ
し
登
っ
て
ゆ
く
と
、
や
が
て
中
腹
あ
た
り
に
、
海
軍
の
軍
装
に
身
を
か
た
め
た
平地にある庭園を連想するが、吾野のものは山全体を指している。
こ
ま
が
わ
出、そ｝」から西武秩父線にのりかえ、三口野駅で下車する。高麗川にそって十五分ほど歩くと、左手に
吾野の「御嶽山東郷公園」にある
東郷元帥像。［筆者撮影］
「千代田区立東郷元帥記念公園」
と
い
う
の
が
あ
る
。
靖
国
神
社
に
ち
か
く
、
広
さ
は
千
坪
に
満
た
ぬ
も
の
だ
が
、
こ
こ
に
東
郷
邸
が
あ
っ
た
。
大
正
十
二
年
（
’
九
二
三
）
の
関
東
大
震
災
の
さ
い
に
、
附
近
の
人
家
は
す
べ
て
焼
け
て
し
ま
っ
た
が
、
東
郷
の
屋
敷
だ
け
は
、
心
配
し
て
あ
つ
ま
っ
た
人
々
の
協
力
で
類
焼
を
ま
ぬ
が
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
建
物
は
、
第
二
次
大
戦
の
と
き
、
米
軍
の
爆
撃
に
よ
り
焼
失
し
、
い
ま
は
当
時
の
建
物
は
何
も
な
い
。
(20）１２３ 
東郷平八郎の人と思想
大正十四年二九二五）七月十七日、銅像除幕式がおこなわれたとき、東郷は小笠原中将および海軍省の将官らとともに出席した。
茶店の主人が亡父から聞いた話によると、東京から「東郷さん」がくる、ということで近在のひとびとが大勢見物にきたということで
ある。
根負けした東郷は、ついに「承諾いたします」といった。
除幕のテープは、小笠原中将によって切られた。園内には東郷手植えの松、弾痕のある三笠の銅板、乃木大将の銅像（昭和四年に建
てたもの）などもある。御嶽山は、もみじの木が多く、十一月中旬になると、全山まつ赤になるという。
横
須
賀
中
央
駅
（
京
浜
急
行
）
か
ら
国
道
十
六
号
線
に
そ
っ
て
十
五
分
ほ
ど
歩
き
、
大
滝
町
の
交
叉
点
ま
で
く
る
と
、
か
も
し
た
秩父の山のなかに銅像とは、ピンと来ないが、これは地元の篤志家鴨下清八（昭和一一一十一年、九十四歳で没）が、日露戦争後、東郷
た
の
も
し
こ
う
の威勲に感激し、｜銭貯金と頼母子講をやってあつめた五千円をもとに建てたものである。
お
ひ
や
く
ど
鴨下は銅像をたてようと東郷邸に、御百度をふんだが、東郷はその建設にたいして「｛ソン」とはいわなかった。けれど相手の熱意に
「東郷元帥像」が現れる。
横須賀の三笠公園にある東郷像。［証者撮影］
三
笠
は
大
正
十
五
年
（
一
九
一
一
六
）
十
一
月
、
記
念
艦
と
な
っ
て
以
来
、
三
笠
保
存
会
の
保
管
員
の
手
で
管
理
さ
れ
て
い
た
が
、
終
戦
を
さ
か
い
に
ア
メ
リ
カ
海
軍
に
接
収
さ
れ
た
。
である。
の そって十五分ほど歩き、大滝町の交叉点までくると、
「三笠公園」
の
人
口
に
達
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
中
を
通
り
、
新
港
埠
頭
に
つ
き
当
り
、
左
手
を
み
る
と
、
二
本
マ
ス
ト
、
煙
突
二
本
を
も
っ
た
灰
色
の
軍
艦
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
日本海海戦のとき、日本艦隊の旗艦であった「一一一笠」を復元したものが、こんにち
「記念艦三笠」
122（２１） 
戦艦「三笠」の最大の悲劇がはじまったのは、このときからである。
終戦直後の極東委員会において、米英ソ代表のあいだで、三笠のあつかいをめぐって論争があり、ソ連のテレビァンコ中将は、ロシ
ア艦隊を潰滅させた記念艦三笠を直ちに破壊廃棄すべし、と強硬に主張した。
が、これに対して米英側は、過去の国民的記念艦を残してもよいのではないか、と説得につとめた。横須賀市は三笠の解体撤去をな
んとか阻止し、保存したいといった一念から、市民のための文化施設（博物館）として転用する許可をもとめて、横須賀基地司令官Ｒｏ
Ｗ・デッカー少将と折衝をかさねたが、色よい返事は得られなかった。
しかし、横須賀市は根気よくアメリカ側と折衝をつづけた結果、昭和二十三年（一九四八）一月、ついに条件付で許可をえることが
徐々に怪しい施設に変っていった。
砲
塔
などを撤去し、艦型をとどめなくする鐘
かくして三笠は、艦の主要部分はす》
三笠の経営は民間会社にゆだねられ、
』
、
‐
．
．
，
：
〆
１
隻
ｌ
し
と
彦
二
、
，
」
フ
Ｐ
・
Ｉ
。
二
。
できた。
「カフェ・トーゴ」
と
な
り
、
作
戦
室
は
麻
ここにおいて三笠の解体撤去だけはどうにかまぬがれたが、
三笠の上甲板に異様な仮設ホールができ、そこをダンス場とし、艦尾にある東郷提督の部屋は、
艦
橋
煙
突 マス
ト作戦室は麻雀部屋、士官室はダンスホールと化した。
艦型をとどめなくする条件であった。
は、艦の主要部分はすべて撤去され、
民
間
会
社
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
海
洋
博
物
館
、
け
い
が
い
形骸だけになってし一よった。
水族館といった文化施設となったが、収益がおもわしくなく、そのうちに三笠は
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「やろうか」
と
い
っ
て
、
阿
ペンキのはげた公室には、東郷元帥の等身大の写真が数点みられ、左舷副砲々台へかけての区画は、ステージ付きのキャバレーとな
っていた（福地誠夫「記念艦三笠の荒廃から復元までＨ」『東郷』一九八号所収）。
このように記念艦三笠は、文化施設というより米兵や一般市民のための慰安所もしくは娯楽場と化していたのである。
見るも無惨なすがたに変り果てた三笠を救おうとの声が高まったのは、昭和三十年代に入ってからである。昭和三十三年（一九五八）
十一月、「三笠保存会」が再結成され、募金運動がはじまり、総額約一億五千万円に達した。
三笠の復元工事は、昭和三十四年十月にはじまり、同三十六年（一九六一）五月、復元完成記念式典が挙行された。
こんにち「記念艦三笠」は、財団法人三笠保存会が管理運営しており、面目を一新した。記念艦のなかには、東郷司令官の軍服をは
じめ、日露戦争に参加した将士の過品・手記・勲章、写真、絵画などが展示場にみられ、先人の偉業をしのぶことができる。
東郷は静岡県伊東市と神奈川県逗子市に別荘を各一つずつもっていた。
伊東の別荘は、昭和三年（一九二八）につくられたもので、市役所の小路を横にはいり、’○○メートル行った道の右手にある。令
だ
け
し
息彪の『吾が父を語る』に、別荘をもつに至ったいきさつについて述べてある。
ｌ逗子がだんだん開けて、昔のような静けさがなくなり、また健康のためもあって、父は温泉地の伊東に土地をもとめ、ささやか
な別荘を建てました。
東郷は伊東の別荘がたいそう気に入っていて、夏と冬に数回おとずれた。夏は家族を連れてやって来たが、厳冬の一月と初夏の五月
に
く
る
と
き
は
、
側
近
の
阿
部
真
造
だ
け
を
伴
っ
て
く
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
東郷は朝起きると、庭の植木の手入れをする。そのあと一プロ浴びた。そして朝食がすむと、
上甲板の衛兵控所は「茶店」となり、
の子どもが一尾泳いでいるだけだった。
阿部を相手に碁を》つった。
女給がそこで働いていた。水族館は後部砲塔にあるのだが、水槽のなかにアイナメ十尾と黒鯛
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打
て
る
も
の
だ
、
と
感
心
す
る
ほ
ど
で
ぁ
Ｚ
もうひとり伊東には、東郷の碁の相ェ
方を評して、つぎのように述べている。
洋戦争末期の昭和十九年二九四四）ごろ、石橋は海軍少
用いられた。が、終戦後、ふたたび石橋家に返還された。
伊東寮」と表札が出ているところがそこである。
用いられた。が、終戦後、
ｌ
ま
ず
自
分
の
石
に
目
型
を
つ
く
り
、
そ
れ
か
ら
攻
め
こ
む
（佐野純雄「伊東と東郷元帥（上）『東郷』八三号所収）。
東郷は横須賀に勤務したときや艦が入港したとき、よく逗子に間借りしてくらしたという。
逗子の別荘は、いつ手に入れたものか時期については定かでない。が、明治宋年のことか。約七百坪ほどの敷地に、建坪二十四、五
坪ほどの二階家をたてた。しかし、その建物は大正十二年の大地震のとき倒壊してしまったが、のちにそのときの材木を使って再建し
別荘地を手に入れたときのいきさつはこうである。
東郷が夫人といっしょに散歩に出た。そのとき道のかたわらの土手の上に「売地」の立札が立っているのが目にとまった。折から東
郷家には、論功行賞賜金が入っており、思いきって求めたものらしい。
当時、散地は砂地で、周囲に家がなく、葉山のほうまでよく見えたという。風が吹くとほこりっぽく、夏はよく水まきをやった、と
た
。当時、敷地は砂地で、周囲に家がなく、葉山（
女中奉公にあがっていたシゲさんの回想がある。
それが一局や二局でおわらない。昼も誉
てるものだ、と感心するほどであった。
伊東の別荘の土地は、約四一○坪、建坪約五○ほどのもので、東郷の死後、ブリヂストンタイヤの社長石橋正二郎が譲りうけ、太平
戦争末期の昭和十九年二九四四）ごろ、石橋は海軍省に寄贈し、別荘は「景光荘」と名づけられ、海軍の将官用の静養施設として
いまは石橋財団が敷地も家屋もむかしのままに監理保存し、「東郷記念館」として一般に公開している。通称「ブリヂストンタイヤ
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東郷の碁の相手をつとめる人物がいた。熱海の古屋旅館の主人内田市郎左衛門である。内田は東郷の碁の打ち
昼も碁、夜も碁、一日平均十五、六番はうったらしい。しまいに、阿部までが、よくまあこんなに
それから攻めこむという打ち方で、気負ったところがなく、じっに虚心坦懐なお方でした……。
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墓地は名誉霊域通りの「シンボル塔」の近くにある。
東郷は水くみ、プロたき、雨戸をしめることもよく手伝ってくれたという（佐野純雄「逗子と東郷元帥」（下）『東郷』八八号所収）。
その他、東郷と関係ある場所としては、小笠原ら信者が東郷を開基として建てた、「聖将山東郷寺」（府中の「東京競馬場」のちかく）
とか、呉の宮原通りの高台にある呉鎮守府参謀長時代（当時大佐）の旧宅などがある。
何んといってもいまは東郷が眠る「東京都多磨墓地」（大正十二年四月開設）こそが、かれともっとも関わりの深い場所といえる。
花崗岩の玉垣にかこまれた墓石の碑文に、「元帥海軍大将侯爵東郷平八郎墓」とある。
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